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研究成果の概要（和文）：上顎腫瘍摘出後の発音障害を改善するために顎義歯が用いられる．顎義歯によって発音障害
に対する一定の効果が得られても患者の不満感が残ることがあった．この不満感の客観的評価ができれば意義のあるも
のとなる．精神的発汗に伴って生じる発汗波の計測によって，発音時の不満感から生じる精神的ストレスの客観的評価
を計測するシステムを用いて，その有効性を検討した．その結果，発語時における発汗量の計測が発語時における精神
的ストレスの評価に有用となる可能性が示唆された．

研究成果の概要（英文）：Obturator prosthesis is generally provided for patients after removal surgery of o
ral cancer.  These patients complain of continued dissatisfaction with their speech.  In this study, persp
iration measurement system for mental sweating was evaluated the possibility to detect the mental stress c
aused by the speech disability of these patients.  From the results, it was suggested that the perspiratio
n measurement system for mental sweating may be used to examine the mental stress of the patients after re
moval surgery of oral cancer.
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１．研究開始当初の背景 

口腔顎顔面領域における悪性腫瘍の切

除手術後の，顎義歯による欠損補綴治療

の成否は，手術後の QOLに大きな影響を

及ぼす．なかでも発音機能は他者とのコ

ミュニケーションを図る上で重要であり，

家族とのつながりあるいは社会復帰に対

して重要な要件となる． 

上顎顎欠損患者が，顎義歯装着により

発語機能に一定の改善が得られているに

も関わらず不満感を感じていることは臨

床の場で古くから指摘されていた．発語

明瞭度試験などの従来の機能試験ではこ

の不満感に対する客観的評価が行えない

ため，これらの発語に関する不満感は見

過ごされていた．したがって臨床の場で，

これ等の患者の発語時における不満感の

客観的評価が容易に行うことができれば，

顎義歯のQOL評価の観点からきわめて意

義のあるものとなる． 

 

２．研究の目的 

応募者らのグループは，口腔腫瘍摘出

患者の発音機能評価に関する研究を行っ

ている．申請者らは，これまでの研究で，

これらの患者の発音に対する不満感を精

神的ストレスとして捕えられることの可

能性を示した．今回申請する研究は，こ

の研究結果をもとに，精神的発汗に伴っ

て生じる発汗波のパターン分析を用いる

ことによって，発音時の不満感から生じ

る精神的ストレスの客観的評価を可能と

するシステムを開発し，その有効性を立

証することを目的とするものである． 

 
３．研究の方法 
(1)精神的ストレス評価システム 

流量補償方式換気カプセル型発汗系計

(SKN-2000, 西澤電機計器製作所)とパーソ

ナル・コンピュータからなる発汗波分析シス

テムを構築した． 

(2)研究倫理の承認と被験者の選定 

本研究の実施計画に対して，岡山大学大学

院医歯薬学総合研究科倫理委員会の承認を得

た(受付番号1220, 平成23年10月25日開催)．

被験者は，悪性腫瘍の摘出手術後上顎骨部分

欠損を生じ岡山大学病院咬合・義歯補綴科で

上顎顎義歯による補綴治療を行った患者7名

(無歯顎者を除く)，これとともに通常の上顎部

分床義歯を作製した患者7名とした．いずれも

実験趣旨と内容についてインフォームド・コ

ンセントの得られたものである． 

(3)発語時における発汗波パターンの計測 

顎義歯装着者と通常の義歯装着者の両群の

被験者に対して，まず義歯装着時，非装着時

における日本語単音表を用いた発語明瞭度試

験を行った．次に義歯装着状態，非装着状態

で北風と太陽（イソップ童話）を音読させ，

それぞれの状態における手掌部から得られる

精神的発汗波パターンを採得した．なお，測

定はいずれも温度23℃±3℃，湿度60％RH±

10%の室中で行った．また発音に対する満足度

に関してvisual analogue scale （以下VAS）

を用いた調査を行った． 

(4)データの測定と解析 

以下の①～④の項目の値を，義歯装着時と

非装着時において求めた． 

① 発語明瞭度 

日本語単音表発音時における発語明瞭度を

求めた． 

② 発語に対する義歯の満足度（VAS値） 

③ 発汗量変化率 

発語における精神的ストレス上昇に伴う発

汗量の増加率を求めるため，イソップ童話朗

読による発語直前，直後それぞれの一分間に

おける発汗量（積算）を計測し，発語後の値/

発語前の値から増加率(％)を求めた． 



④ 発汗波パターン数増加率 

発語における精神的ストレス上昇に伴う発

汗波数の増加率を求めるため，イソップ童話

朗読による発語直前，直後それぞれの一分間

における発汗波数を計測し，発語後の値/発語

前の値から波(パターン)数の増加率(％)を求

めた． 

 

４．研究成果 

(1)本研究課題の成果について、研究の主な成

果 

①発語明瞭度 

通常の義歯装着者の場合，義歯装着の有無

が，発語に対する満足度と発語明瞭度の値に

差はなく，義歯の有無が及ぼす影響は認めら

れなかった． 

②発語に対する義歯の満足度（VAS値） 

これに対して顎義歯装着者の場合，義歯の

装着により，発語に対する満足度(27％ vs 

70%)と発語明瞭度(32% vs 48％)であり，有意

に大きい値を示した(平均値．P<0.05)．また

装着に伴う発語に対する満足度の増加率と発

語明瞭度の増加率にも正の相関が認められた

(P<0.05)． 

以上①，②の結果から，顎義歯装着者の発

音の満足度に対する義歯の効果の大きさが，

通常の義歯装着者と異なることが分かった．

また，通常の義歯装着者に義歯の効果が認め

られなかったことから，本研究では，効果の

認められた顎義歯装着者に対してのみ，③と

④の項目の測定を行った． 

③ 発汗量変化率 

顎義歯装着時における発汗量の増加率

(12％)は非装着時における発汗量増加率

(15％)よりも減少したが，統計学的な有意差

は認められなかった． 

④ 発汗波パターン数増加率 

顎義歯装着時におけるに発汗波パターン数

の増加率(6％)と非装着時における発汗波パ

ターン数増加率(5％)との間には有意差は認

められなかった． 

(2)得られた成果の国内外における位置づけ

とインパクトと今後の展望 

 発語時のストレスを，精神的発汗を指標と

して評価する試みは，これまで研究者のグル

ープが報告した皮膚電気抵抗値を計測した研

究がある(Nishigawa et.al, J Oral Rehabil, 

2003)．今回の研究では，直接に発汗量計測を

試みたものである． 

顎義歯装着者の義歯装着の有無による発汗

波数への影響は認められなかった．これに対

して，顎義歯装着時におけるに発汗量の増加

率は，非装着時における発汗量増加率よりも

減少し，顎義歯の装着によるストレスの軽減

傾向が見られた．このことは本システムを用

いたストレス評価の可能性を示唆するものと

考えられる．しかしながらこれらの減少傾向

に統計学的な有意差はなかった．この原因と

しては，発汗量のデータの特性として，個体

差によるばらつきが認められたことと，限ら

れた被験者数などが考えられる． 

今後研究期間後に症例数を増やし，データ

をさらに蓄積することによって，発汗量と義

顎歯のもたらす発語時の精神的ストレスの改

善効果が明らかになるものと考えられる．こ

れらの研究によって，発汗波の計測が顎義歯

の新たな客観的評価法の一つになるものと考

えられる． 
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